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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第17期
第１四半期
連結累計期間

第18期
第１四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,702,768 438,778 8,651,198

経常利益又は経常損失（△） (千円) 1,739,620 △195,945 1,942,458

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失（△）

(千円) 1,730,520 △202,879 2,628,744

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,730,520 △202,879 2,628,744

純資産額 (千円) 4,441,427 5,073,661 5,339,652

総資産額 (千円) 20,818,909 24,399,299 24,069,367

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 5,484.04 △642.93 8,330.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.3 20.8 22.2

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第17期第１四半期累計期間及び第17期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４．第18期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

５．第17期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内

容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業等のリスクに重要な変更及び新たに生じたリ

スクはありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におきまして、契約戸数は253戸、引渡戸数は107戸、当第１四半期連結会計

期間末の管理戸数は6,974戸となっております。その結果、当第１四半期連結累計期間における業績とし

て、売上高438,778千円（前年同四半期比88.1％減）、営業損失59,337千円（前年同四半期は営業利益

1,836,061千円）、経常損失195,945千円（前年同四半期は経常利益1,739,620千円）、四半期純損失

202,879千円（前年同四半期は四半期純利益1,730,520千円）を計上いたしました。　

　
当社グループの主力事業であります不動産販売事業において、分譲マンション及び戸建住宅の多くは、

工事途中に契約が進捗いたしますが、その売上高は売買契約成立時ではなく、建物完成後の顧客への引渡

時に計上されるため、その引渡時期により四半期ごとの売上高に偏りが生じる傾向があります。

　当連結会計年度におきましては、当第１四半期連結会計期間に自社分譲物件の引渡は無く、営業損失と

なっておりますが、当第３四半期連結会計期間に自社分譲物件の引渡及び売上高の計上が集中する計画

となっております。

なお、当連結会計年度の引渡物件に関しまして、当第１四半期連結会計期間の末日現在において、自社

分譲物件では425戸、販売代理物件では172戸の契約を完了しており、順調に推移しております。

　
セグメントごとの業績を示しますと、次のとおりであります。

(Ⅰ) 不動産販売事業

当第１四半期連結累計期間におきまして、売上高266,116千円（前年同四半期比92.4％減）、営業損

失74,648千円（前年同四半期は営業利益1,806,086千円）を計上いたしました。

① 不動産売上高

当連結会計年度におきましては、第１四半期に自社分譲物件の引渡は無く、第３四半期に自社分譲

物件の引渡及び売上高の計上が集中する計画となっていることから、第１四半期では不動産売上高

はございません。

② 販売手数料収入

「サンクタス春日部」「カテリーナ三田」等107戸の引渡により、売上高170,332千円（前年同四

半期比80.5％減）を計上いたしました。

③ その他収入

ローン取扱手数料の他、販売代理業務に伴う業務受託収入等を合わせまして、売上高95,784千円

（前年同四半期比87.1％減）を計上いたしました。
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(Ⅱ) 不動産管理事業

当第１四半期連結累計期間におきまして、売上高172,662千円（前年同四半期比9.3％減）、営業利益

13,810千円（前年同四半期比51.5％減）を計上いたしました。

① マンション管理収入

マンション管理においては、売上高162,513千円（前年同四半期比1.4％減）を計上いたしました。

② その他収入

保険代理事業、生活サービス事業及び工事受託事業を中心に、売上高10,148千円（前年同四半期比

60.3％減）を計上いたしました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末におきまして、事業用地の仕入れ及び手数料収入等により、資産合計が

24,399,299千円（前連結会計年度末比1.4％増）、負債合計が19,325,638千円（前連結会計年度末比

3.2％増）、純資産合計が5,073,661千円（前連結会計年度末比5.0％減）となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(5) 生産、受注及び販売の実績

①売上実績

　

前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

前年同四半期比
（％）

(自　平成22年４月１日 (自　平成23年４月１日

  至　平成22年６月30日)   至　平成23年６月30日)

セグメントの名称
売上高 売上高

(千円) (千円)

（Ⅰ）不動産販売事業 　 　 　

① 不動産売上高 1,899,202 ― ─

② 販売手数料収入 871,525 170,332 19.5

③ その他収入 741,708 95,784 12.9

不動産販売事業合計 3,512,436 266,116 7.6

（Ⅱ） 不動産管理事業 　 　 　

① マンション管理収入 164,743 162,513 98.6

② その他収入 25,588 10,148 39.7

不動産管理事業合計 190,332 172,662 90.7

合計 3,702,768 438,778 11.9

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　セグメント間取引については、相殺消去しております。

３　当社グループの主力事業であります不動産販売事業においては、売買契約成立時ではなく顧客への引渡時に

売上が計上されるため、その引渡時期により四半期ごとの売上高に偏りが生じる傾向があります。

　
②販売実績

区分

前第１四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

期初契約残

戸数 

期中契約数

戸数 

期中引渡数

戸数 

期末契約残

戸数 

区画 区画 区画 区画

取扱高 取扱高 取扱高 取扱高 

　 　 (前年同四半期比) (前年同四半期比) (前年同四半期比)

不動産販売

84戸 175戸 129戸 130戸

1 区画 2 区画 2 区画 1 区画

3,025,152千円 5,555,022千円 4,157,940千円 4,422,235千円

　 　 （53.4％) （52.9％) （42.9％)

　

区分

当第１四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

期初契約残
戸数 

期中契約数
戸数 

期中引渡数
戸数 

期末契約残
戸数 

取扱高 取扱高 取扱高 取扱高 

　 　 (前年同四半期比) (前年同四半期比) (前年同四半期比)

不動産販売

381戸 253戸 107戸 527戸

13,281,447千円 9,329,882千円 4,290,780千円 18,320,549千円

　 　 （168.0％) （103.2％) （414.3％)

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　取扱高はマンション及び戸建住宅等の販売価格(税抜)総額であり、共同事業・販売代理物件におきましては

売主に帰属する売上高を含んでおります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,300,000

計 1,300,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年6月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年8月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 326,115 326,115
東京証券取引所
（市場第一部）

（注）

計 326,115 326,115 ― ―

(注)　権利内容に何ら限定のない、当社における標準となる株式であります。なお、当社は単元株制度を採用しておりま

せん。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価格修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ― 326,115 ― 2,400,240 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 10,559
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 315,556 315,556 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 　　　　　　　326,115 ― ―

総株主の議決権 ― 315,556 ―

(注)　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日である平成23年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
 又は名称

所有者の住所
自己名義
 所有株式数
 (株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
 の合計
 (株)

発行済株式
 総数に対す
る所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社フージャース
　コーポレーション

東京都千代田区神田美土代町９-１ 10,559 ― 10,559 3.24

計 ― 10,559 ― 10,559 3.24

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、海南監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,174,859 3,301,718

売掛金 111,146 83,979

仕掛販売用不動産 16,056,981 17,026,133

前払費用 281,865 438,164

繰延税金資産 1,161,236 1,159,542

その他 133,297 214,901

貸倒引当金 △31,624 △16,493

流動資産合計 21,887,763 22,207,946

固定資産

有形固定資産 1,783,866 1,792,982

無形固定資産 41,760 37,833

投資その他の資産 ※1
 355,977

※1
 360,536

固定資産合計 2,181,604 2,191,353

資産合計 24,069,367 24,399,299

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 270,703 389,001

短期借入金 6,885,100 6,636,500

1年内返済予定の長期借入金 7,163,000 7,443,000

未払法人税等 29,429 6,380

前受金 987,561 1,511,620

預り金 217,677 252,373

賞与引当金 27,561 15,642

その他 358,016 287,709

流動負債合計 15,939,050 16,542,227

固定負債

長期借入金 2,730,000 2,720,000

繰延税金負債 8,893 8,893

資産除去債務 23,566 23,690

その他 28,206 30,827

固定負債合計 2,790,665 2,783,410

負債合計 18,729,715 19,325,638

純資産の部

株主資本

資本金 2,400,240 2,400,240

利益剰余金 3,670,476 3,404,486

自己株式 △731,065 △731,065

株主資本合計 5,339,652 5,073,661

純資産合計 5,339,652 5,073,661

負債純資産合計 24,069,367 24,399,299
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
  【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 3,702,768 438,778

売上原価 1,536,029 159,531

売上総利益 2,166,739 279,247

販売費及び一般管理費 330,677 338,584

営業利益又は営業損失（△） 1,836,061 △59,337

営業外収益

受取利息 54 31

解約金収入 － 200

受取手数料 1,556 1,608

その他 1,833 400

営業外収益合計 3,445 2,240

営業外費用

支払利息 98,312 110,379

支払手数料 963 4,586

その他 610 23,883

営業外費用合計 99,886 138,848

経常利益又は経常損失（△） 1,739,620 △195,945

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,132 －

特別利益合計 4,132 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

1,743,753 △195,945

法人税、住民税及び事業税 9,486 5,239

法人税等調整額 3,746 1,694

法人税等合計 13,232 6,933

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,730,520 △202,879

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,730,520 △202,879

EDINET提出書類

株式会社フージャースコーポレーション(E04004)

四半期報告書

10/17



　【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

1,730,520 △202,879

四半期包括利益 1,730,520 △202,879

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,730,520 △202,879

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用) 

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

※1 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 926千円

 

　2 偶発債務

顧客の金融機関からの借入金に対する保証債務

　 27,938千円

※1 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 874千円

 

  2 偶発債務

顧客の金融機関からの借入金に対する保証債務

　 27,801千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

 季節的変動性

　当社グループの主力事業であります不動産販売事業

においては、売買契約成立時ではなく顧客への引渡時

に売上が計上されるため、その引渡時期により四半期

ごとの売上高に偏りが生じる傾向があります。
 

季節的変動性

　同左

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

減価償却費 16,765千円 18,433千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月25日
定時株主総会

普通株式 63,111 200平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額不動産

販売事業
不動産
管理事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,512,436190,3323,702,768 ― 3,702,768

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― 1,350 1,350 △ 1,350 ―

計 3,512,436191,6823,704,118△ 1,3503,702,768

セグメント利益 1,806,08628,4751,834,561 1,500 1,836,061
　

（注）１　セグメント利益の調整額1,500千円は、セグメント間取引消去額であります。

　 ２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額不動産

販売事業
不動産
管理事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 266,116 172,662 438,778 ― 438,778

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― 1,350 1,350 △1,350 ―

計 266,116 174,012 440,128 △1,350 438,778

セグメント利益又は損失（△） △74,648 13,810 △60,837 1,500 △59,337
　

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額1,500千円は、セグメント間取引消去額であります。

　 ２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△） 5,484円04銭 △642円93銭

(算定上の基礎) 　 　

 四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）(千円) 1,730,520 △202,879

    普通株式に係る四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額（△）(千円)

1,730,520 △202,879

    普通株式の期中平均株式数(株) 315,556 315,556

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期連結累計期間においては、希薄化効果を

有する潜在株式が存在しないため、当第１四半期累計期間においては、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期純損失金額であるため、記載しておりません。　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

株式会社　フージャースコーポレーション

　　取　締　役　会  　御　中

　

　　 海南監査法人
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    古　川　雅　一　   ㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    溝　口　俊　一　   ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社フージャースコーポレーションの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四
半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４
月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フージャースコーポレーション及び
連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成
績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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